第１節　情報科学の基礎

生活水準の向上，科学技術，医療技術の進歩，人々の健康の維持・推進，物質・エネルギー・情報，

物質とエネルギーの間に介在する３つ目の概念——情報

「情報の関する重要なキー用語」

人間の文化；知識、情報技術、経済活動、情報産業，社会システム、通信（情報伝達）、コミュニケーション，

コンピュータ；情報と認知科学、医療診断、意思決定、環境アセスメント，

シミュレーション；計画立案，実施評価，収集と分析と統合，情報処理，コンピュータ＝ネットワーク，マルチメディア，

コンピュータの導入；基本の機能，応用，情報と知識，倫理規範，プライバシー，セキュリティ

「歴史と発展」

一般に、情報科学の学問としての起源は、シャノン（C.E.Shannon）の論文“Mathematical Theory of Communication”（1948年）とウィーナー（N. Wiener）の著書“Cybernetics”（同年）といわれているが、その基盤となる領域は、自然科学系の学問のみならず、社会・人文科学系の学問とも深く係わっている。従って、情報科学は、学際色が強く総合科学といわれるわけである。いろいろな分類方法があるが、情報科学の主な研究領域としては、情報の定量的性質を取扱う情報理論、コンピュータを中心としたハードウェアやソフトウェアを取扱う分野、そして、人間の情報処理特性の理論を研究する人工知能、認知科学、知識工学などである。このように生物系、人間社会系、機械系における情報の生成・伝達・改造・蓄積・利用等に関する共通の原理を研鑽しようとするものである。
「現代の情報科学に貢献した人々」

von Neumann, Johann Ludwig　[1903-1957] ／フォン　ノイマン；ハンガリー生まれのアメリカの数学者。数学、数理物理学、応用数学全般にわたり歴史に残る業績を残した。数学ではノイマン環の名でよばれる作用素環論を創設し、数理物理学では"量子力学の数学的基礎"を著し、量子力学の厳密な数学的基礎を示すと共にその無矛盾性を証明した。応用数学の世界では、ゲーム理論を創設した。情報科学の分野ではプログラム内蔵方式を提言し、脳の情報処理方式にも興味を抱いた。

Norbert Wiener (1894-1964) ／ノーベルト　ウィーナー；１４才でハーバード大学に入学。１８才で数理論理学に関する論文で学位を得た。代表作 Cybernetics (1948)は情報科学の古典の一つである。情報とは，物質とエネルギーの時間的・空間的・量的・質的なパターン。パターンの意味するところは物質やエネルギーを利用するときには，ある特定の規則性や秩序が介在するから，この間には規則にしたがって秩序をもった配列がある。これをパターンとよぶとした。

C.E.Shanon／シャノン；　情報を定量的に定義して，科学的なアプローチを考え，とくに通信と制御について，理論体系を創設し，情報理論とよばれる基礎をつくった。情報理論とは，通信を誤りなく，できるだけ速く伝達できるよう，これらに生じる現象を数学的に処理するもの。

「ゼミナール」

（1） 身近に感じる情報といわれると何を連想しますか？

（2） パソコンでできること，できないことは？　普段の生活に取り入れたれている

（3） 生活にパソコンはどんな変化をもたらしてきているだろうか？

（4） 日常の生活に，パソコンはどのように利用されているか？

（5） これからパソコンとはどんな関わりがあると予想されるか？

第２節　コンピュータの機能，役割

コンピュータの機能には，主に３つの (1) 計算，(2) 蓄積，(3) 通信 が挙げられる。

（１）計算；ミサイルの弾道計算，作戦のシミュレーション，科学技術計算，数学問題の数値計算，微分積分などの数式処理

（２）蓄積；データベースの検索と編集，住民台帳，銀行システム

（３）通信；電話回線や携帯電話，インターネット，映像などの高速配信

伝達や記憶に対して，文字記号と数字による処理をおこなう。基礎となるものには，コンピュータ内部におけるデータ表現とその処理を理解する。　一般に情報とよばれるデータ処理のプロセスには，アナログデータをデジタル化して　

　　データ　>> 符号化　>> コンピュータ処理　>> 解析と分析

が行われる。これらのプロセスの一つ一つには基本となる数学が用いられる。

コンピュータの役割：従来は：一部の専門家が使うもので，精密計算（気象予測、建築物や航空機の安全設計），機器制御（大工場の生産制御・管理・情報伝達）が主であった。しかし近年は コンピュータを組み込んだ炊飯器などの家電製品や自動車に組み込みされ，流通革命とよばれる；小売り店舗のレジ==>生産管理、生産予測、新製品開発に活用され，情報伝達の手段としても，世界のコンピュータ通信網を使った情報伝達、広報活動、情報公開に広く利用されている。また自主的な学習のために，世界のコンピュータの上に築かれた情報資源==>共有の文化資産を活用できる。

コンピュータの能力：数値計算、制御、試行実験，表現能力の拡大：数値情報==>文字情報==>カラー画像、動画画像、音声，伝達能力の向上：遠隔地間の情報伝達の高速化，例：日本と米国間の電子メイルの配送に約20秒 

「ゼミナール」
(1) 実際にコンピュータを利用したプログラミングの経験があれば，感想を述べなさい。

(2) 社会におけるコンピュータ犯罪は，従来とどう違うものとなっていますか？
第３節　コンピュータのための数学

データ表現には，２進数と１０進数，１６進数がつかわれる。また１６進数の文字コード表やＪＩＳ漢字コード表という，漢字と数値の対応表が規格されている。これらをもちいてコンピュータによる，日本語の表現や漢字の変換がなされる。

２個では，　{0,1}，｛高い，低い｝，｛オン，オフ｝，｛イエス，ノー｝を表す。

2^2=4 個であれば， {春，夏，秋，冬}　や｛東，西，南，北｝を表現する。

数字だけでは10個　　{0,1,…,9}　あれば，表現できるが，英文字の大文字だけをつかうならば，２＾４＝１６個　{0,1,…,9,A,B,C,D,E,F} を必要とする。

ビットとは２進数の０と１を単位とする。　バイトとは８ビットを１バイトという。これらを単位とすると，２＾８＝２５６　となるから　数字，英文字（大文字と小文字），特殊記号などを十分にカバーできる。　英語のシステムは８ビットでカバーできる。日本語システムではこれにカタカナも加えたこれらを１バイト文字という。　しかし　漢字の種類は第１水準（２９６５文字）第２水準（３３８８文字）がある。２＾１６＝６５５３６を必要とする。英文字では８ビットで表現できるが，漢字を使うから，１６ビット必要でこれらを２バイト文字という。コード体系表；漢字を２バイト文字コードで表現する，シフトＪＩＳ（パソコン），ＥＵＣ（extendedunix codeワークステーション）などがよく用いられる。他のコンピュータを使う場合には，文字の体系表を合わせておかないと，いわゆる「文字化け」を起こす。

１０進数は日常の生活や，算数，数学の表現，計算に用いられ，もっともなじみ深い。

２進数による表現と演算；たとえば，

 3 = 2+1 = (10)_2 + (1)_2 = (11)_2,  8 = 2^3 = (100)_2,  17= (1001 )_2 , 

　ある数に２倍することは左にシフト，(10010)_2 * 2 = (100100)_2
１６進数；  １６個の数は，１０個の数字と６個の英大文字A,B,C,D,E,Fをもちいる。コンピュータ内部の数字やデータを表す基礎の単位とされる。

　★　２進数とゲームの必勝法（石とりゲーム），３進数と紙幣コインの単位

第４節　コンピュータのデータ表現

コンピュータの内部には｛０，１｝の２状態しかないし，これらの有限個の組合せした可能でない。数には限りがない。いくらでも大きな数，小さな数があるし，数直線上には自然数から，正の数，負の数，分数や小数，また無理数がならんでいる。コンピュータにとってはこれらの一部のみしか表現できない。

現在のコンピュータのデータを表現する方法は，一つのある数を（符号，指数部，仮数部）の３つの組で表す。これをデータの正規化という。浮動小数点数法とよばれるものがコンピュータの表すことのできる数の範囲です。この正規化データを説明します。単精度（３２ビット）のデータは，１ビットの符号，８ビットの指数部，２３ビットの仮数部で表す。倍精度では，それぞれが１ビット，１１ビット，５２ビットとなる。16ビットでは１，４，１１ビットとします。
実際例；１６ビットの例

（1） 符号を除いて，２進数に変換

（2） データの正規化　符号，指数Ｃ，仮数Ａの形　A＊（２＊＊Ｃ）， 0.1以上1.0未満の A=0.a とする。ａの最初が１ビットになる。

（3） 符号は正を０，負を１とおく。
（4） 指数部には2のべき乗で，負数は２の補数(加え合わせると１になる)とする。

（5） 仮数部には仮数を左詰め，余った部分に０を挿入。

たとえば　１０進数　–58.875　を16ビットの浮動小数点法で表します。

１０進数の絶対値　58.875   は　２進数で  111010.111 となるから，  　0.111010111*(2**6)。　指数は6だから， 0110で，  この補数は1001，　仮数0.111010111 は111010111　の９桁の後にゼロを2個つなげて，１１桁にします。したがって答えは 1 0110 1101011100   です。

「ゼミナール」
(1)  １０進数 –1950.103を上の規則で表示したら，どうなりますか？
(2)  データ表現が 0  1111  11000000000  は１０進数では？

第５節　コンピュータのいろいろ

パーソナル・コンピュータ（パソコン）

　パソコンの種類；デスクトップ型とノートパソコン，情報携帯端末

　パソコンのOS（オペレーティングシステム）；MsDOS, Windows, MacOS, Linux, FreeBSD

　機器や装置；本体（中央演算装置），キーボード，マウス，ディスプレイ，フロッピィディスク，ハードディスク，ＰＣカード，ＭＯディスク

　周辺装置；プリンタ，スキャナー，デジタルカメラ，音楽録音再生，テレビ録画再生，磁気カード読みとり

パソコンの操作

　　　　電源のON/OFF、システムの起動、ユーザIDとパスワード、

　　　　ログインとログオフ（ログアウト）

　　　　ファイルとファイル名、論理ドライブと階層ディレクトリ

ソフトウェア

　　　ワープロ（ワードプロセッサー，文書処理），エディタ（テキスト入力），表計算ソフト（データ処理，統計処理，データベース，作表），メールソフト（電子メールの管理，送信受信），図形処理ソフト（コンピュータグラフィックス）などなど

コンピュータ用語

アーキテクチャ；設計思想，操作の方法や命令体系，オープンシステム；公開の規格や仕様の統一，異種間の互換性，マルチベンダーシステム，プロトコル（接続仕様），ネットワーク（通信），インターネット，クライアント（分散処理のサービスを要求する側），サーバ（サービスを提供する側），メールサーバ（メール送信の要求を管理し，受信を各個人に配信），プログラミング言語（アセンブリ，ＢＡＳＩＣ，ＦＯＲＴＲＡＮ，ＣＯＢＯＬ，Ｃ，Ｃ＋，ＪＡＶＡ）

「ゼミナール」
（1） 日常生活に使われる入力装置の代表的なもの，出力装置にはどんなものがあるか？

（2） 市販されているソフトウェアをいくつか挙げて，その機能を調べなさい。

第６節　基本操作，タイピング、日本語入力（エディタ）

キー入力、タイピング、；文章を入力し，記録するには，タイピングでおこないます。両手を同時に使い，滑らかに入力できるよう練習をしましょう。

ワープロ(*.doc)とエディタ(*.txt)は，見かけは文章を書き，入力することはほとんど同じですが，使用する目的が違います。ワープロは体裁良く整えた表現するための文章や図，作表をすることができます。保存をすると，本文の文章だけでなく，体裁を記述する別のコードが伴われ，ソフト間の融通は利きません。エディタ（日本語テキストエディタ）はプログラミング言語の実行や軽快にかつ敏速に入力できることにより，幅広く使え，簡単な入力には適しています。ほとんどのソフトには融通が利き，使用するソフト間のファイル交換ができます。市販の製品もありますが，だれでもが自由に使えるフリーウェアとよばれるものがあります。テキストエディタは文書編集ソフトですし。ワープロ(Word、一太郎etc)より軽く、速く、簡単です。 メモ帳(Windowsに標準装備のテキストエディタ。[プログラム]→[アクセサリ]から起動)できます。
★キーボード入力を練習するフリー・ソフトをつかいます。その前には，フロッピィのフォーマット，コピーを理解してから，ソフトウェアのインストールします。

この最初の記録をしておいて，今後どのくらい上達できるか，計ってみます。

「ゼミナール」

（１）メモ帳とMSWordの２つを比較してみてください。

（２）キータイプの練習をします。きちんと指をキーボードの定位置に！

　では文章を実際に入力します。適当な資料をみながら入力してみます。

　入力が終了したら，保存をして印刷をしましょう。

第７節　ワープロ，新規文書の作成、レポートの作成

★新規文書の作成、

　キータイプの練習から，“文書を見ながら，キーを見ずに”入力してみます。

★編集（切り取り、コピー、貼り付け、削除）、

今使っているワープロには，編集のために，どのような機能があるか調べてみましょう。実際その機能を試しながら，使ってみます。検索と置換の機能はどんなことができるか確かめます。たとえば，つぎにあるような図の挿入もできます。[image: image1.wmf]（母の日、カーネーション）

印刷

作成した文書は，フロッピィディスクに保存をしてから，印刷をします。印刷の前には，つぎのことを確認します。

　　　a. プリンターにはどれを使うか

　　　b. プリンターの電源が入っているか，接続の設定は?
　　　c.  実際に印刷をするまえに，プレビューで，意図したものの通りになっているか，確認します。紙の無駄が意外と多くなるので気をつけましょう，有効な資源ですから。

日本語の入力、日本語変換の方法、全角と半角文字の区別

ワープロのポイント

（1） 改行と空白の機能，インデント，自動的にプログラムが動いてくれます。番号も自動ででてきました。これらの設定も変えてみてください。

（2） フォントの選択，メリハリのある表現をすることができます。

（3） 印刷のためには，用紙の設定をして，プリンターに適当な大きさの範囲で出力します。

「ゼミナール」

適当な課題のゼミナールの文章を入力して，体裁よく整えて，レポートとなるよう作成します。また絵や文字に飾りをつけて，カードをつくってみましょう。

第８節　表計算ソフトの起動，何ができるか。

マイクロソフト社のエクセル、ロータス社のロータス１２３などが有名です。これらは商品で市販されていますので，コピーをすることは著作権違反となりますので，厳重に謹んで下さい。犯罪行為になりますから。同じような機能をもつ，自由にコピーができ，配布に関しても緩やかな制限しかしていない，優秀なフリーウェアなどもたくさんあります。多くの情報は少ないのですが，探して見る価値はあります。

まずエクセルを起動するには、

   [スタート]→[プログラム（P）]→[Microsoft Excel]

縦横に非常に大きい電子テーブル、行と列の表が現れます。もしサンプルのデータがあれば、基本の操作を上のメニュバーから開いて実行してみてください。

☆基本の用語　アクティブセル、マウスポインタ、数式バー、ツールバー、メニューバー、

ワークシートとセル、セル選択、データ(数値、文字、その他)の入力、数式と関数、

☆表計算ソフトでできること：表についていろいろな計算

グラフ表示（さまざまな種類の表をつくる）、組み込み関数（数学や統計で使う関数）、データベース(データの並び替え、条件にあったデータの抽出と検索)、コマンドを命令としてマクロを定義できる。

「ゼミナール」

実際，表計算ソフトを試してみましょう。手元に行列のデータがあるとします。

１．入力したデータから縦計を計算する。

２．上の操作を横計についても繰り返す。

３．これらの縦と横の並んだデータから、すべての総計を求める。

４．この表をコピーする。

５．コピーした表について，各セルの値を総計に対する割合で計算する。

６．罫線をひいて、表のタイトルを書き、印刷する。

第９節　表計算ソフトの実際例（その１）

数式の計算を処理して，簡単なデータの整理や，グラフの表示ができます。数式の入力方法;　はじめには「＝」を書くことにより，関数であること命令とします。数学，統計関数の例：合計の計算(=sum)や平均(=average)，順位(=rank)なども組み込み関数として使います。セル参照をもちいた数式：数値ではなく，セル参照（行と列の番号）で計算できます。相対参照と絶対参照：コピーをすると相対的にセル番地が自動的に移されますが，変更したくないときには，ドルマーク＄をつけて，絶対参照とします。パーセント形式の表示，小数点の位置，有効数字に注意して，なるべく見やすい表示をします。字下げ（インデント），中央，右詰，左詰；各セルにはいろいろな表示形式，たとえばフォント，配置などができます。色を付けてもよくなります。また文字のサイズ，セル幅，高さの変更方法，色のパレットを確かめてみましょう。セルの結合をすると，表らしくなります。罫線を引く（罫線パレット）；セルの書式設定，罫線，ななめ線，グラフの作成にはグラフウィザードをつかい，データ入力，種類の選択，軸の書式設定，項目軸を入力して，簡単にグラフが書けます。
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［セミナール］つぎの例を入力して，いくつかの処理やグラフ表示をしてみましょう。
	
	国語
	算数
	合計点
	順位

	あさい
	80
	70
	
	

	いのうえ
	60
	65
	
	

	うえの
	75
	80
	
	

	えのもと
	95
	70
	
	

	おおくら
	85
	90
	
	


第９節　表計算ソフトの実際例（その２）

数式の入力で簡単な計算をすることができます。

栄養価計算のデータから，つぎの食品をとると，かしわもち１００グラム、今川焼き２００グラム、きんつば３００グラム、どら焼き４００グラム、ういろう５００グラムを摂取すると，エネルギーとたんぱく質など各栄養分はどのくらい摂取できますか？

	
	使用量
	エネルギー
	たんぱく質
	脂質
	炭水化物
	灰分

	食品名
	g
	kcal
	g
	g
	g
	g

	どら焼
	100
	284
	6.2
	2.6
	58.9
	0.8

	きんつば
	100
	264
	5.3
	0.7
	59.2
	0.8

	かしわもち
	100
	206
	4
	0.4
	46.7
	0.4

	ういろう
	100
	184
	1.2
	0.2
	44.2
	0.2

	今川焼
	100
	222
	4.4
	1.1
	48.6
	0.4


（ファイルの種類）表計算によく用いられるファイルは，CSVという種類があります。これはカンマ区切りでセルを分けています。いろいろな表計算ソフトに対応するもので，年賀状の住所録などを保存して，表計算のソフトと年賀状宛名ソフトとのファイル変換をすることができます。csvとは各項目がカンマで区切られたファイルのことです。テキストエディタ（メモ帳，Notepad等）で編集，作成ができます。
実際に，メモ帳でデータを作成，保存して（拡張子は“．ＣＳＶ”），エクセルで読み込んでみましょう。

つぎはデータの並び替えと検索，抽出をしてみます。ファイルのデータとしては，千葉県の市町村別の人口数を調べたものです。このようなデータは，統計資料として，自治体などが自由に配布している場合がありますが，その基本のファイルフォーマットは，ＣＳＶ等が多いです。

第９節　　表計算，入力，演算　列と行の自動計算，並び替え（その３）

前回の続きです。ゼミナールの課題はうまく実行できましたか？　表計算ソフトでは入力しておいた過去のデータを、新たに変えてみるとただちに自動的に計算してくらます。データの変化をさせることで、集計された値のもつ意味や性質を考えましょう。

一般に統計データを整理するための要点を述べます。まずそれぞれの個体は識別できる特性で表現します。つまり個体を表現するデータがあります。これには、項目（カテゴリー）データか、数値データの２種類に分けられます。項目データには、たとえば、既婚・未婚とか県名による出身地など属性によって分類します。尺度構造（単位）によって、項目順序に意味の有無で名義尺度、順序尺度とよばれます。ですからこの場合には、どの順で並び替えるか（ソート）が問題となります。

つぎに数値によってデータが与えられた場合。数値を計算することができますから、これに対しては、平均AVERAGE、中位数（中央値）MEDIANで集団の中心位置を表し、標準偏差STDEV、STDEPや分散VARやVARPで広がり具合を表せます。多数のデータがあれば、階級分けをしてそれぞれの枠に当てはまる頻度（度数）を計数することで整理します。度数分布表が代表的なものです。これにはFREQUENCYをもちいます。

「ゼミナール」

質的データ（カテゴリーによって分類できるもの）、量的データ（数値で分類される）にはどんなものがありますか、身近に表れるものがどちらになるか考えてみましょう。

前回にもちいた成績データに手を加えて、それぞれ数値から３０点を引いてみましょう。すると平均や中位数、標準偏差はどう変化したでしょうか。さらに２倍をしたら、これらはどう変化しましたか。引き算では標準偏差は変化しませんがこの理由を考えましょう。

度数分布表について、真ん中をほぼ対称な場合には平均と中位数は同じになりますが、左右にひずんでいるとき、Ｌ字型、逆Ｌ字型をしていれば、平均と中位数の大小はどういう関係になりますか？

第１０節　表計算，データの処理，ヒストグラムとグラフの作成，表現

グラフウィザードをもちいて、いろいろなグラフを作ることができます。ここでは統計学の基本となる度数分布表からヒストグラムをつくってみます。ヒストグラムは棒グラフと似ていますが、違います。棒グラフは離散型データを表しますが、ヒストグラムは連続型データをグラフ表に整理したものです。折れ線グラフに似ている度数多角形も用いられます。

度数分布表とは、データのとる値とその度数（頻度）をまとめたものです。たくさんのデータがあって、同じデータがいくつも出てくるときには、その個数を数え上げてまとめることです。さいころ投げでは６種類の値、コイン投げでは2種類の値をとります。

また身長や体重データの場合には、同じ値は出てきにくいですが、あらかじめ階級に分類する枠をつくっておいてから、枠に入るデータ測定値の個数を数え上げていきます。これが度数分布表で、グラフにしたものがヒストグラムです。

　エクセルでヒストグラムをつくる命令はfrequencyです。引数には、“対象となるデータ”および“データ区間”（階級値の意味で、最大値と最小値から適当な刻み幅で、あらかじめつくっておく）です。引数を入力し終わったら、CNTL+SHIFT+ENTERといれます。エクセルではこのような入力を区間配列とよんでいます。
　2変量データとは、ひとつの個体に同時に2つのデータが観測されるものをいいます。人間ひとりに身長と体重を測る、得点として、国語と算数の両方を考えるばあいもそうです。2以上のばあい、多変量データといいます。２

「ゼミナール」

（1） クラスの身長と体重のデータを入力する。散布図にプロットします。

（2） それぞれのデータを階級分けにした度数分布表をつくり、ヒストグラムをつくります。

適当なグラフを選んで，グラフ作図をおこないましょう。項目や目盛りのとりかたに注意します。まだ統計データにはどんなグラフが適しているかも考えてみます。

第１１節　コインとさいころ　乱数，確率分布、シミュレーション

コンピュータの機能のうちで、でたらめの数（擬似乱数）をつくることができます。電卓でもつくれますし、コンピュータゲームでも、重要な働きをすることはみなさんご存じでしょう。この表計算ソフトではこの機能を使って、分布のシミュレーションをします。

乱数　エクセルでは、０と１の間の数がでてきます。これを１０倍して、整数部分をとれば、０から９までの１０通りのでたらめの数がつくれます。

確率分布　コイン投げでは、等確率で１/２=0.5ずつの表と裏がでますが、これを変形した、p と　1-p  (0<p<1) の場合もつくれます。条件判定をつかって、もしでたらめの数が p より小ならば、１（これを表と考えます）とし、そうでなければ

0 (これを裏)　と定めればいいです。またより一般にさいころ投げをコンピュータの上で、仮想的に実現できます。[０,１] の区間を６個に等分すれば、１から６の数を対応させて、さいころの分布を作れます。またコイン投げでn枚投げたときの表のでた枚数は、２項分布にしたがうといいます。等確率であれば、横軸に枚数をとると対称な形になります。

★シミュレーション　一般の不確実に起こる事象をコンピュータの上で実現していく　ことをシミュレーションするといいます。クラスの委員を選出するときにもつかえます。

「ゼミナール」

(1)　コイン投げの２０回シミュレーションをしてみよう。

(2) 結果を整理して，前回学習したヒストグラムにまとめ、グラフ表現してみます。

(3) 回数を大きくして、３０回、５０回としてみます。時間があれば、１００回ぐらいまで試みてください。変化の傾向をつかむことができるでしょうか。

(4) ２項分布のシミュレーションをします。５枚投げたとき、表のでた枚数を記録します。この操作を２０回行い、グラフに表します。５０回ぐらいもできたらしてみてください。

(5) ６５人のクラスから、３名の代表を選ぶことにします。このようなときにはどうしたら、よいでしょうか。

(6) 第１２節　　統計解析　２項分布と正規分布

コイン投げやさいころ振りを繰り返して、その結果を整理まとめていくと、ある傾向が求められます。このような実験では、確率的に変動しますから、起こりやすいところ、起こらないところの大小で、高さを描いたグラフが確率分布です。ここでは２項分布と正規分布を調べます。

★２項分布とは、２通りの結果｛成功、失敗｝がそれぞれpと１−ｐの確率ともつ実験（たとえば、コイン投げ）をn回繰り返したとき、そのうち、成功がｋ回（失敗がn-k回）となる確率をいいます。

正規分布は、実験の観測や測定にともなう誤差を調べるときに出現します。観測値のデータは、真の値より、大きくなったり、小さくなったりするので、これを２項分布の成功と失敗に対応させて、多数回繰り返した場合での誤差と考えるのです。誤差の値は連続的に変化しますから、回数は整数の値しか取りませんが、正規分布は実数の値をとります。

中心極限定理　２項分布のパラメータnは繰り返し数を意味しますが、これを大きくすると、ある傾向がみられます。理論的な極限が存在すること、つまり、２項分布の繰り返し数を大きくすると、正規分布に近づく、という命題が知られています。これを中心極限定理で、ラプラスが発見し、ガウスが誤差の解析から導きました。

コイン投げの結果をヒストグラムに書いていきます。たとえ、偏りのあるコインであっても、繰り返し数を多数おこなうと、大体はひとつの山型になります。

理論的には、横軸（回数の値）の目盛りを平行移動し、縮尺しますが、面倒なので、繰り返しを多数回行い、適当な階級に分けてます。

さらに乱数からの結果を使い、正規分布のシミュレーションができます。区間[0,1]上の一様乱数を１２個加えて６を引いたものが、１個の正規分布に従う乱数となります。

「ゼミナール」

前回での２項分布の結果を表にし、つぎの正規分布と比べます。

変数の値　0.0    0.1    0.2   0.3   0.5   0.8   1.0   1.5   2.0   2.5

確率      0.40   0.40   0.39  0.38  0.35  0.29  0.24  0.13  0.05  0.02

２．一様乱数から正規乱数をつくりなさい。これを３０回行ってヒストグラムにしてみなさい。

第１３節　統計解析　回帰直線　身長と体重の関係

身長と体重の関係

「ゼミナール」

１．

「ゼミナール」

１．

第１４節　　看護研究と統計学

数理統計学、推定と検定、多変量解析

「ゼミナール」

１．

看護研究と統計学

実験、観察、調査

データ収集と整理

データ解析の手法

データの数量化、測定値の単位、データの整理

統計グラフ

「ゼミナール」

１．　　アンケート調査を作成して，得られたデータを整理する。

第１５節　インターネット、セットアップとインストール

プロバイダー、セットアップ、インストール

「ゼミナール」

１．

第１６節　WWWによる情報検索，OPAC情報図書館

WWWによる情報検索，情報図書館

情報発信、掲示板

「ゼミナール」

１．

第１７節　ホームページの作成（１）
電子メール

フリーメールソフト、メールの送受信、メーリングリスト

パソコン通信、不正アクセス、プライバシー

「ゼミナール」

１．

第１８節　ホームページ作成（２）情報発信

ホームページの作成，閲覧ブラウザ、プログラミング言語

「ゼミナール」

１．

第１９節 　テスト，まとめ
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